


















研究指導教員： 志々田 文明 教授	
	 2	
―――――――――――――――――――――――――――――――――――	
本論文は、韓国において古くから年中行事的に民間に伝承されおこなわれてき
たこれら動物闘技（闘牛、闘鶏、闘馬、闘犬）が 1991 年の「動物保護法」によ
って経験した変化、すなわち動物保護法を盾に動物闘技を違法として告発し、
実施に反対する動物愛護団体と闘犬団体との衝突・対立問題を取り上げ、この
対立が最も鮮明に展開した闘犬を主軸にすえながら、こうした問題状況が生起
した過程を闘技種目それぞれについて歴史的に（史料と筆者によるフィールド
ワーク情報を総合して）再構成し、そして最も象徴的に闘犬について現出した
対立という問題状況を生み出した背景について考察することを目的とした。	
序章では、本論文の目的と方法論が示され、闘犬や動物闘技に関する先行研究
が検討されて、本論文の独自性が示された。	
第 1章「韓国における動物闘技」では、闘牛、闘馬、闘鶏があつかわれた。闘
牛は中でも最も歴史が深いもので、10世紀に始まる高麗時代の史料が残り、以
後、民間で年中行事的に実施されてきたが、韓国独立後の 1970 年代に地域ごと
の組織化が始まり、それぞれ独自に全国大会を開催して今日に至るが、特異な
ことに、慶尚北道の清道郡では 2002 年にその地の闘牛が公営ギャンブルに認定
されたことが明かされる。	
この清道闘牛公営ギャンブルは、動物保護法の存在にもかかわらず、動物闘技
が国家の法的庇護を受けた最初の例（例外的ともいえる例）として意味深く、
その後の本文の展開において特異な事件（即ち愛護団体から非難を受ける動物
闘技団体にとって成功のロールモデルとされる存在）としてたびたび登場する。	
闘馬については、これが 1980 年代に済州島のキム・ビョンリョン氏によって
創始された比較的新しい動物闘技であり、これが済州市の地域経済活性化政策
に巻き込まれて民俗文化化される過程と、その途次に生じた闘馬公許をめぐる
政府首相室との交渉過程が注目された。	
闘鶏については、これが 15世紀の朝鮮王朝実録に記録される古い習俗で、永
らく民間のごく日常的な娯楽であったが、朝鮮戦争休戦（1953）後、政府がす
すめた新しい都市計画にともなう新家屋が闘鶏に不向きで、その後衰退に向か
うものの、1987 年設立の「韓国闘鶏研究所」によって全国的な復活をみたが、
再び 21 世紀に入って研究所の活動が不活発になると闘鶏も低調となる経緯が
明らかにされた。	
第 2章「日本の闘犬」では日本における闘犬が取り上げられた。韓国の闘犬は、
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実のところ、日本による植民地時代に導入された土佐犬による闘犬が起源であ
り、そこで韓国の闘犬を論じるなら日本の闘犬事情の理解が前提になるからで
ある。本章では高知県の「とさいぬパーク（旧称：土佐闘犬センター）」を中
心に筆者による日本の闘犬関係者への聞き取り調査と日本の動物愛護法を手が
かりに、日本の闘犬文化（闘犬観念、闘犬と大相撲の疑似同一化による闘犬儀
式、闘技のルールとマナー、犬種改良を含めたブリーデイング法、日本産土佐
犬の海外展開）が論じられた。	
第 3章「韓国の闘犬」では、日本の闘犬文化の影響下に築かれた韓国の新しい
闘犬文化が再構成され、日韓闘犬交流、韓国で独自に開発された土佐犬の新し
い犬種改良・ブリーディング法、闘犬団体の組織化が論じられた。	
第 4章「動物愛護と闘犬」は本論文が目的とした「闘犬団体と動物愛護団体の
対立の背景考察」を試みたもので、韓国の動物愛護団体の活動内容（犬肉食禁
止運動を含む）と活動根拠、これに対する闘犬団体側の抵抗活動の具体（闘犬
団体がロールモデルとしてよりどころにする慶尚北道の清道闘牛公営ギャンブ
ルの成立過程とその活動内容、闘犬団体側の動物保護法理解）が論じられた。	
そこでは、1991 年の「動物保護法」が闘犬や闘牛といった動物闘技そのもの
ではなく、闘技中の動物が見せる出血を違法と認定する韓国独自の条文そのも
のが闘犬団体と動物愛護団体の双方の主張に根拠を与える余地を持つところに、
対立背景が求められるべきことが論じられた。	
